
令和８年度当初予算（一般会計） （単位：千円、％）

令和７年度
当初(A)

令和８年度
当初(B)

増減額
(B)-(A)

伸び率

72,676,007 77,295,928 4,619,921 6.4

60,050,123 63,077,806 3,027,683 5.0

34,767,306 34,088,709 △ 678,597 △ 2.0

4,201,159 3,892,140 △ 309,019 △ 7.4

16,838,603 16,867,193 28,590 0.2

4,243,055 8,229,764 3,986,709 94.0

1,403,639 1,942,484 538,845 38.4

187,154 196,042 8,888 4.7

11,035,091 12,079,596 1,044,505 9.5その他経費

県単公共事業費
(緊急自然災害防止分含む）

ＡＸ（青森大変革）事業費

区　　　分

一般会計予算額

公共事業関係費

一般公共事業費

国直轄事業負担金

災害公共事業費
（災害国直轄負担金・
　県単災害含む）

施設等整備費
（県営住宅長寿命化 ほか）

令和８年度県土整備部当初予算の概要

資料１

１ 基本方針

県土整備部は、社会資本の整備を通じて、「青森県基本計画『青森新時代』への

架け橋」に掲げる「２０４０年のめざす姿」の実現に向けた下支えをしていくため、

持続可能な県土の整備･維持管理を目指して全力で取り組んでいる。

令和８年度当初予算の編成に当たっては、激甚化・頻発化する風水害や地震災害

等から県民の生命と暮らしを守り、災害に強い「安全・安心な県土づくり」を強力

に推進するため、防災・減災、国土強靱化の各種取組を加速化・深化させるととも

に、半島防災や流域治水を推進し、重要インフラの機能強化やDXを活用した予防保

全型メンテナンス等による老朽化対策に積極的に取り組むこととした。

また、物価高騰等により大きな影響を受けている本県の経済･産業を発展させ、持

続可能な青森県づくりを推進するため、循環型・脱炭素化の推進や国内投資の拡大、

生産性向上等に資する主要幹線道路ネットワークや港湾、空港など、本県の産業、

交流を支える社会基盤の整備・機能強化に継続的に取り組むこととした。

この他、ICTの活用やDXの導入による建設産業における労働力不足への対応や生産

性の向上を図るなど、次世代への建設業魅力発信に取り組むこととした。
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○ 公共事業関係費等事業別予算額（一般会計）

（単位：千円、％）

事業名
令和７年度
当初予算

令和８年度
当初予算

伸び率 主　　な　　内　　容

34,470,709 33,287,913 △ 3.4

12,593,718 11,655,256 △ 7.5

1,584,423 2,073,350 30.9

3,388,640 4,428,863 30.7

972,058 1,453,004 49.5

53,009,548 52,898,386 △ 0.2

※ 一般会計の一般公共事業費、県単公共事業費、施設等整備費の計

河川砂防事業

　県民の生命・財産を、洪水、高潮、土砂災
害から守るために、浸水被害が発生している
箇所や大規模洪水が発生した場合に甚大な被
害が予想される河川等を重点的に整備する。

道 路 事 業

　主要幹線道路ネットワークの整備促進を重
点施策とし、下北半島縦貫道路の整備促進を
図るとともに､雪寒事業や交通安全施設整備事
業さらには橋梁の計画的な補修・架替及び災
害防除事業等を実施する。

合　　　計

港湾空港事業

　地域特性に応じ、国内物流、国際物流、地
域産業、地域開発に対応するため、岸壁等の
係留施設、防波堤等の外郭施設、航路等の水
域施設、道路・橋梁等の臨港交通施設等の港
湾施設の整備及び補修事業を実施する。ま
た、青森空港の老朽化施設を補修する。

都市計画事業

　街路等の整備は、事業効果の早期発現を目
指して継続事業を重点実施。都市内の交通拠
点などへのアクセス向上を図る。
　スポーツに親しめる環境整備として、新青
森総合運動公園での計画的な補修等を実施す
る。

県 営 住 宅
整備事業等

　既存県営住宅について、適切な維持保全に
重点を置き、コスト縮減を図りながら、長寿
命化や住環境の向上・改善に取り組む。
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№
事業
種別

補助
直轄
県単

路線等名
（工区等名）

事務所
区間・

地域等名
事業内容 全体延長等

全体事業費
(百万円)

1 道路 補助
（主）三沢十和田線
　　　高清水Ⅱ

上北 十和田市相坂 自歩道整備 L=1.9km 600

2 道路 補助
（一）尾上日沼線
　　　八幡崎

中南 平川市八幡崎 歩道整備 L=1.0km 500

3 道路 補助
（主）今別蟹田線
　　　小国峠

東青 外ヶ浜町蟹田 現道拡幅 L=1.34km 1,280

4 道路 補助
（一）櫛引上名久井三戸線
　　　赤石

三八 南部町赤石 バイパス L=1.19km 950

5 港湾 県単
津軽港 鳴沢地区
ふ頭用地造成事業

西北 鰺ヶ沢町
護岸整備

ふ頭用地造成
N=1式 1,560

○ 令和８年度　主な新規事業予定箇所

津軽自動車道

下北半島縦貫道路

上北自動車道

八戸・久慈自動車道

津軽港鳴沢地区

(ふ頭用地造成)

尾上日沼線八幡崎

(歩道整備)

今別蟹田線小国峠

(現道拡幅)

三沢十和田線高清水Ⅱ

(自歩道整備)

櫛引上名久井三戸線赤石

(バイパス整備)
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２　特別会計
（単位：千円、％）

令和７年度 令和８年度 増減 伸び率

1,893,146 2,790,866 897,720 47.4

223,237 128,310 △ 94,927 △ 42.5

32,002 34,275 2,273 7.1

３　企業会計

（１）工業用水道事業会計

（単位：千円、％）

令和７年度 令和８年度 増減 伸び率

900,939 896,522 △ 4,417 △ 0.5

861,777 887,359 25,582 3.0

39,162 9,163 △ 29,999 △ 76.6

221,432 114,471 △ 106,961 △ 48.3

（２）下水道事業会計

① 流域下水道 （単位：千円、％）

令和７年度 令和８年度 増減 伸び率

4,895,260 5,127,776 232,516 4.7

4,889,488 5,122,004 232,516 4.8

5,772 5,772 0 0.0

5,306,099 2,305,758 △ 3,000,341 △ 56.5

5,311,871 2,311,530 △ 3,000,341 △ 56.5

② 十和田湖特定環境保全公共下水道 （単位：千円、％）

令和７年度 令和８年度 増減 伸び率

357,547 382,578 25,031 7.0

355,975 381,006 25,031 7.0

1,572 1,572 0 0.0

134,440 97,061 △ 37,379 △ 27.8

136,012 98,633 △ 37,379 △ 27.5

十 和 田 湖 特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業 費 用

当 年 度 収 支 差 引

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

流 域 下 水 道 事 業 費 用

当 年 度 収 支 差 引

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

勘　定　科　目

十 和 田 湖 特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業 収 益

流 域 下 水 道 事 業 収 益

区　　　分

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計

公共用地先行取得事業特別会計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

勘　定　科　目

工 業 用 水 道 事 業 収 益

工 業 用 水 道 事 業 費 用

当 年 度 収 支 差 引

資 本 的 支 出

勘　定　科　目
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